
様式第２号（第６条関係）

年 2 月 1 日

インスタを利用して、呉服町で働く人
にメリットのある情報を提供する。

バリヤフリーをめざし、歩車道の整
備、シーズンを通して花のある街に、
樹木の整備100％でよりクリーンで明
るい商店街にする。毎月第二土曜日に
「クリーンアップDAY」を実施する。

歩車道の整備、シーズンを通して花の
ある街を実現した。3月・10月・12月
は、街路灯に生花店とコラボして生花
を装飾した。クリーンで明るい商店街
を演出できた。毎月第二土曜日に「ク
リーンアップDAY」を実施した。

バリヤフリーをめざし、歩車道の整
備、シーズンを通して花のある街を目
指す。市内の生花店と協力し街路灯に
生花を装飾し、よりクリーンで明るい
商店街にする。毎月第二土曜日に「ク
リーンアップDAY」を実施する。「ナ
ナイロ」と連携し呉服町通りの清掃を
行う。安心・安全な街づくりを目指
し、自転車による交通の見直しキャン
ペーンを、警察・静岡市と連携して4
月に開催する。

フードロス削減に取り組む。3月1日か
ら31日まで、静岡市・城南中学・高校
と連携しキャンペーンを実施する。

伝統的な店・技術を掘り起こし、それ
に現代の技術やデザインをとり組むこ
とで技術革新を行い、お客様に紹介し
ていく

各委員会を通じて、より多くの意見や
考えを吸収し商店街運営に反映させ
る。「ナナイロ」とのコラポレーショ
ンを強化していく。

街路灯・クリスマスイルミネーション
の等へのLEDの見直しを行う。

「女性部の活躍」一店逸品チラシの有
効活用をめざし、内容の充実、来街顧
客数のＵＰを図る、また女性目線での
商店街活動への参加、イベントの企画
立案をする。トートバッグ・エコバッ
グを開発する。

組合設立以来、初めて女性副理事長が
1名誕生した。一店逸品運動を推進
し、女性部で新逸品「エコバッグ・
トートバッグ」を開発した。また女性
目線で商店街活動へ参加した。「しず
おかおまち歩きmap」制作のため、内
容を検討した。

一店逸品チラシの有効活用をめざし、
内容を充実する。また女性目線で「し
ずおか呉服町おまち歩きmap」を3万枚
発行する。女性部のメンバーを1名増
やす。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

400年の歴史と伝統ある商店街を、100年賑わいのある商店街として継続・維持するために、2030年に向け行動の基準・視点
をSDGsに置き行動に起こす。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

ＳＤＧｓ講習会を開催し組合員の意識を高め、地球温暖化防止に一人一人が取り組む。女性部の活躍による「一店逸品運動
の推進」や「お街ゼミな～る」の開催を通して、お客様にもＳＤＧｓの取組を知って頂く。昨年開発した「呉服町エコバッ
グ」を有効活用し、プラスチックゴミの削減に繋げる。また、行政や他の団体と協力して「ゴミ削減プロジェクト」を実行
する。従来より実施している「クリーンアップDAY」を他の団体の協力も得て実施し、きれいで明るい商店街を目指す。

目標に関連する取組内容

Ｂ級支援技能「ナナイロ」とコラボし
て、街の清掃活動を月1回くらいの
ペースで行い、自立できる手助けを行
う。

「プロと楽しむお街ゼミな～る」呉服
町こどもゼミな～るの開催」
参加店舗48－552人に、参加店舗50-参
加人数を580を目指すとともに、内容
の充実、新しい発見を行う

プロと楽しむお街セミな～るは、9月
15日朝刊で告知すべく準備をすすめて
いたが、緊急事態宣言となり、実施で
きなかった。こどもゼミナールもコロ
ナ禍のため実施できなかった。

「プロと楽しむお街ゼミな～る」の開
催。参加店舗を増やし、内容の充実を
図る。商店街のSDGsの取り組みも紹介
する。月1回のSDGs勉強会の開催によ
り、SDGsの取組への理解を深め、参加
者の増加を目指す。
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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

呉服町の発信力を使い、月1回程度の
イベントを市内団体とコラボして開催
し、お互いに発表していく場を作る。

イベント参加店舗のプラスチック２
０％減。意識の向上を図るための勉強
会の開催

加盟店による環境問題への情報発信を
行った。また、市内の小学校への出張
講座を実施した。組合員にsdgsの取り
組みを理解してもらうため、講習会を
7回実施した

イベント参加店舗のプラスチック２
０％減。昨年開発したエコバッグ等を
活用し、プラスチックゴミ削減に務め
る。
意識の向上を図るための勉強会を年6
回開催する。
早稲田大学とコラボし、駿府城お堀の
調査を実施し、水辺の有効活用を通じ
て豊かさを守る。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

中村　陽史

「街路灯やアーケード」の電気をLED
に変え、CO2を削減
クリスマス・夜店市などのイベント時
の消費電力５％ダウン

クリスマスイルミネーションなど、イ
ベント時の消費電力をledを使用して
消費電力をダウンした。
講習会を通じ、組合員一人一人が自分
ができる行動を起こし、二酸化炭素削
減に貢献した。

クリスマスイルミネーションなど、イ
ベント時の消費電力をledを使用して
ダウンする。勉強会を開催し、組合員
の意識を高め、自分ができることから
実践する。
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